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古
希
を
迎
え
た

年
の
あ
る
日
、
車

を
運
転
し
て
い
る

と
あ
る
張
り
紙
に

目
が
と
ま
っ
た
。

「
ハ
ー
プ
教
え
ま
す
。
生
徒
募

集
中
」
車
を
停
め
て
電
話
番
号

を
メ
モ
し
、
帰
宅
す
る
な
り
申

し
込
ん
だ
。
心
の
片
隅
に
子
ど

も
の
こ
ろ
読
ん
だ
ギ
リ
シ
ャ
神

話
の
挿
絵
に
描
か
れ
て
い
た
竪

琴
を
弾
く
乙
女
の
姿
が
残
っ
て

い
た
▼
保
険
医
年
金
を
取
り
崩

し
、
グ
ラ
ン
ド
ハ
ー
プ
を
買
っ

た
。
中
ク
ラ
ス
の
外
車
並
み
の

価
格
だ
っ
た
。
配
送
に
来
た
楽

器
社
の
人
は
「
リ
ビ
ン
グ
の
飾

り
に
す
る
の
か
」
と
聞
い
た
。

こ
の
心
な
い
言
葉
が
闘
争
心
に

火
を
つ
け
続
け
さ
せ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
楽
譜
も
読
め
ず
、

楽
器
も
弾
い
た
こ
と
の
な
い
高

齢
者
に
と
っ
て
認
知
症
予
防
に

な
る
か
も
と
気
軽
に
始
め
た
▼

毎
年
、
若
い
人
た
ち
に
交
じ
り

発
表
会
で
演
奏
し
て
き
た
が
、

練
習
の
甲
斐
も
あ
り
自
然
で
ス

ム
ー
ズ
に
指
が
動
い
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
２
年
前
か
ら
時
々
突

然
指
が
止
ま
り
、
次
は
ど
う
す

る
ん
だ
と
私
の
意
思
を
問
う
て

く
る
よ
う
に
な
っ
た
▼
先
日
の

発
表
会
で
も
直
前
の
練
習
で
は

問
題
な
か
っ
た
の
に
、
本
番
で

２
小
節
も
ス
キ
ッ
プ
す
る
始
末

で
あ
る
。
頭
の
老
化
は
疑
い
な

い
。
若
い
時
に
始
め
た
趣
味
は

年
を
と
っ
て
円
熟
の
域
に
達
す

る
が
、
70
歳
の
手
習
い
で
は
そ

う
も
い
か
ぬ
。
音
は
大
気
中
に

消
え
て
、
後
に
何
も
残
さ
な
い

の
が
せ
め
て
も
の
幸
い
だ
と
思

い
至
っ
た
▼
５
年
前
か
ら
始
め

た
囲
碁
、
ゴ
ル
フ
な
ど
、
他
人

に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
な
く
趣

味
を
楽
し
ん
で
い
る
。
残
っ
た

作
品
の
処
分
で
子
ど
も
た
ち
を

悩
ま
せ
る
こ
と
も
な
い
。
後
始

末
が
気
に
な
る
年
齢
に
な
っ
た

よ
う
で
あ
る
が
、
１
日
１
日
を

大
切
に
前
向
き
に
生
き
て
い
こ

う
と
思
っ
て
い
る
。 

（
硝
子
）

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事

厚
労
省
・
小
嶺
祐
子
課
長
補
佐
（
中
央
）

に
兵
庫
県
か
ら
11
項
目
の
要
望
書
を
手
渡

す
川
村
雅
之
副
理
事
長
（
右
）　
　
　
　

歯科定例研究会より
摂食嚥下障害の評価と訓練の実際㊤

研
面
究

政策解説　医療改悪案つぎつぎ㊦ ２面

インタビュー「口唇口蓋裂の患者・
　　　　　家族とサマーキャンプ20年」 ３面

６面

　

「
患
者
負
担
増
ス
ト
ッ
プ
」「
国
の
責
任
で
い
の
ち
と
人
権

が
大
切
に
さ
れ
る
社
会
保
障
の
充
実
を
」
―
―
保
団
連
も
実
行

委
員
会
に
参
加
す
る
「
憲
法
・
い
の
ち
・
社
会
保
障
ま
も
る　

10
・
20
国
民
集
会
」
が
10
月
20
日
に
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
３

０
０
０
人
を
超
え
る
参
加
者
が
会
場
の
東
京
・
日
比
谷
野
外
音

楽
堂
を
い
っ
ぱ
い
に
し
た
。
兵
庫
協
会
か
ら
、
武
村
義
人
・
加

藤
擁
一
・
川
村
雅
之
・
吉
岡
正
雄
各
副
理
事
長
、
加
藤
隆
久
・

白
岩
一
心
両
理
事
が
参
加
。
社
会
保
障
の
拡
充
、
医
療
・
介
護

従
事
者
の
大
幅
増
員
、
患
者
・
利
用
者
の
負
担
増
ス
ト
ッ
プ
な

ど
を
求
め
る
ア
ピ
ー
ル
を
行
っ
た
。
同
日
に
は
、
国
会
議
員
や

厚
生
労
働
省
へ
の
要
請
行
動
も
行
っ
た
。

　

リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
武
村

副
理
事
長
（
保
団
連
副
会
長
）

が
保
団
連
を
代
表
し
て
ス
ピ
ー

チ
。
政
府
が
次
々
と
進
め
よ
う

と
し
て
い
る
負
担
増
計
画
に
つ

い
て
、
経
済
的
理
由
な
ど
に
よ

り
受
診
で
き
な
く
な
る
患
者
が

増
え
、
重
症
化
に
つ
な
が
る
な

ど
と
、
批
判
。
保
団
連
で
も

り
つ
け
歯
科
医
機
能
強
化
型
歯

科
診
療
所
（
か
強
診
）」
に
つ

い
て
、
施
設
基
準
に
不
合
理
な

点
が
あ
る
な
ど
現
場
の
声
を
も

と
に
問
題
点
を
指
摘
。
厚
労
省

は
、「
か
か
り
つ
け
歯
科
医
」

の
「
機
能
」
を
評
価
し
た
も
の

だ
が
現
場
の
実
態
と
見
合
っ
て

い
な
い
と
の
指
摘
は
受
け
止

め
、
次
回
改
定
に
向
け
て
検
討

し
た
い
と
し
た
。

　

ま
た
、
兵
庫
か
ら
は
Ｃ
Ａ
Ｄ

／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
用
セ
メ
ン
ト
料
が

低
す
ぎ
る
問
題
な
ど
11
項
目
の

要
望
書
を
提
出
し
、
懇
談
し

た
。

　

保
団
連
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
は
10

月
20
日
、
国
会
議
員
会
館
で
歯

科
診
療
報
酬
改
善
を
求
め
、
厚

生
労
働
省
要
請
を
行
っ
た
。

　

７
月
の
厚
労
省
要
請
で
兵
庫

協
会
が
提
出
し
た
要
求
の
う

ち
、
未
改
善
の
項
目
に
つ
い
て

そ
の
改
善
を
求
め
た
も
の
で
、

厚
生
労
働
委
員
の
堀
内
照
文
衆

議
院
議
員
の
仲
介
で
実
現
し

た
。
川
村
雅
之
協
会
副
理
事
長

ら
が
参
加
し
、
小
嶺
祐
子
厚
労

省
保
険
局
医
療
課
課
長
補
佐
、

大
平
貴
士
同
主
査
が
対
応
し

た
。

　

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
は
、「
か
か

「
ス
ト
ッ
プ
！
患
者
負
担
増
」

署
名
に
取
り
組
む
会
員
が
大
幅

に
増
え
、
待
合
室
か
ら
の
運
動

が
広
が
っ
て
い
る
と
し
て
、
患

者
さ
ん
と
と
も
に
社
会
保
障
の

改
悪
に
反
対
し
て
い
き
た
い
と

決
意
表
明
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
医
師
会
、
日
本

歯
科
医
師
会
を
は
じ
め
１
４
４

の
団
体
・
個
人
か
ら
賛
同
や
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と

が
紹
介
さ
れ
た
。

　

ゲ
ス
ト
と
し
て
参
加
し
た
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
ほ
っ
と
プ
ラ
ス
代
表

理
事
で
、『
下
流
老
人
』
著
者

の
藤
田
孝
典
氏
は
「
格
差
が
拡

大
し
て
お
り
、
今
で
も
普
通
の

生
活
が
で
き
な
い
人
が
多
く
い

る
の
に
、
医
療
・
介
護
な
ど
の

こ
れ
以
上
の
負
担
は
耐
え
ら
れ

と
面
談
し
た
。
財
務
省
の
「
医

療
・
介
護
制
度
改
革
」
構
想

で
、
受
診
時
定
額
負
担
が
か
か

り
つ
け
医
の
普
及
を
名
目
に
提

起
さ
れ
て
い
る
と
し
て
、
法
案

化
し
な
い
よ
う
求
め
る
と
と
も

に
、「
ス
ト
ッ
プ
！
患
者
負
担

増
」
署
名
の
紹
介
議
員
の
引
き

受
け
な
ど
を
要
請
し
た
。

　

堀
内
議
員
は
同
署
名
の
紹
介

を
引
き
受
け
た
上
で
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

の
国
会
審
議
に
つ
い
て
、
与
党

は
10
月
内
の
衆
院
通
過
を
狙
っ

て
い
る
が
、
担
当
議
員
に
続
い

て
山
本
有
二
農
林
水
産
大
臣
の

「
強
行
採
決
」
発
言
で
、
審
議

で
き
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る

と
報
告
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
審
議
の
主
導

権
は
野
党
側
が
握
っ
て
い
る
と

し
て
、
野
党
の
共
同
で
阻
止
し

た
い
と
決
意
を
表
明
し
た
。

　

大
門
議
員
は
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
保
険
料
を
低
く
抑
え

る
特
例
の
廃
止
や
70
歳
以
上
の

高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
限
度

額
引
き
上
げ
に
つ
い
て
、「
こ

れ
以
上
の
負
担
増
は
耐
え
ら
れ

な
い
と
い
う
患
者
さ
ん
の
声
を

し
っ
か
り
国
会
に
届
け
る
」
と

し
、
今
後
も
署
名
の
紹
介
議
員

を
引
き
受
け
る
と
し
た
。

　

井
坂
信
彦
衆
院
議
員
（
民
進

党
）
は
、
同
署
名
の
紹
介
議
員

に
な
る
こ
と
に
つ
い
て
、
前
回

の
要
請
行
動
で
「
党
内
で
検
討

し
た
い
」
と
し
て
い
た
が
、
今

回
、
政
策
秘
書
を
通
じ
て
、
引

き
受
け
は
難
し
い
と
の
返
答
を

寄
せ
た
。

な
い
。
こ
れ
ま
で

以
上
に
運
動
し
、

社
会
保
障
の
充
実

を
求
め
続
け
よ

う
」
と
発
言
し

た
。堀

内
・
大
門

両
議
員
と
面
談

　

国
会
議
員
要
請

で
は
、
堀
内
照
文

衆
議
院
議
員
（
共

産
）、 

大
門
実
紀

史
参
議
院
議
員

（
共
産
）
の
２
人

リ
レ
ー
ト
ー
ク
で

武
村
先
生
が
訴
え

（写真①）医療者ら3000人以上が厚生労働
省に向かって「社会保障の改悪やめろ」
「患者・利用者負担を減らせ」と訴えた
（写真②、③）国会議員要請では堀内照文衆
議院議員（写真②中央）、大門実紀史参議院
議員（写真③右から３人目）に署名や要請
書を手渡す（写真②左から）加藤副理事
長、白岩理事、武村副理事長、（右から）川
村副理事長、加藤理事、吉岡副理事長

患者さんとともに社会保障改悪に反対しようと訴える武村先生（左端）と
「ストップ！医療改悪」の横断幕を掲げ、壇上でアピールする参加者　　

10・20国民集会10・20国民集会

医療者ら3000人以上がアピール

●② ●①

●③

「か強診」の矛盾解消を

保団連近畿ブロック歯科厚労省要請

兵庫県保険医協会兵庫県保険医協会　　第90回評議員会第90回評議員会（臨時（決算）総会・第39回共済制度委員会）（臨時（決算）総会・第39回共済制度委員会）

11月20日（日）13時～　協会５階会議室
・13時～　第90回評議員会　　・14時30分～　臨時（決算）総会
・14時50分～　第39回共済制度委員会
「アベノミクスと三井生命の運用戦略」

 三井生命保険（株）執行役員　運用統括部長　松多　洋一郎氏
・16時00分～ 特別講演
「患者負担増は国民も財政も疲弊させる」
 埼玉大学准教授　高端　正幸氏

【たかはし　まさゆき】1974年生まれ。2002年東京大学大学院経済学研究科博士課程単位取得退学。東京
市政調査会（現後藤・安田記念東京都市研究所）研究員、聖学院大学政治経済学部准教授、新潟県立大学
国際地域学部准教授を経て、現在、埼玉大学准教授。主な著書に『希望の構想』（共著、岩波書店、2006
年）、『公私分担と公共政策』（共著、日本経済評論社、2008年）など
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会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

山
本　
　

進
先
生

兵
庫
区　

小
児
科
・
内
科

８
月
28
日 

享
年
87
歳

表　高齢者の高額療養費の上限額を大きく引き上げる

入
院
す
る
と
水
光
熱
費
負
担

医
療
改
悪
案
つ
ぎ
つ
ぎ

　

政
府
が
具
体
化
を
進
め
る
医

療
制
度
の
改
悪
案
に
つ
い
て
、

前
号
に
引
き
続
き
、
解
説
す

る
。外

来
の
上
限
額

約
５
倍
に
引
き
上
げ

　

財
務
省
の
財
政
制
度
等
審
議

会
財
政
制
度
分
科
会
で
は
、
高

齢
者
の
高
額
療
養
費
制
度
の
上

限
額
引
き
上
げ
が
検
討
さ
れ
て

い
る
（
表
）。

　

し
か
し
、
75
歳
以
上
の
高
齢

者
の
高
額
療
養
費
制
度
利
用
件

数
は
３
２
２
５
万
件
で
、
被
保

険
者
あ
た
り
年
間
２
・
09
回
利

用
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ

れ
に
対
し
74
歳
未
満
は
２
１
８

１
万
件
で
、
被
保
険
者
あ
た
り

年
間
利
用
回
数
は
０
・
19
回
で

あ
る
。
ま
た
、
一
件
あ
た
り
の

支
給
額
は
75
歳
以
上
で
は
１
万

６
８
３
２
円
と
74
歳
未
満
の
支

給
額
７
万
６
８
９
４
円
と
比
べ

て
少
な
い
。

　

つ
ま
り
、
高
齢
世
代
で
は
多

く
の
患
者
が
制
度
上
限
額
を
少

し
上
回
る
診
療
を
受
け
て
い
る

の
に
対
し
、
現
役
世
代
で
は
少

数
の
患
者
が
重
篤
な
疾
患
で
、

制
度
上
限
額
を
大
き
く
上
回
る

診
療
を
受
け
て
い
る
と
言
え

る
。

　

こ
う
し
た
実
態
か
ら
、
も
し

同
審
議
会
案
の
よ
う
に
高
齢
世

代
の
制
度
上
限
額
を
引
き
上
げ

れ
ば
、
多
く
の
患
者
が
こ
の
制

度
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
っ
て
し
ま
う
。
現
行
制
度

の
下
で
も
70
歳
以
上
が
世
帯
主

の
世
帯
の
医
療
費
支
出
は
、
そ

者
世
帯
の
所
得
を
比
較
す
る
の

は
問
題
で
あ
る
。

昨
年
の
改
悪
と
合
わ
せ

入
院
時
負
担
倍
以
上
に

　

同
審
議
会
で
は
、「
入
院
時

生
活
療
養
費
に
つ
い
て
、
在
宅

療
養
等
と
の
公
平
性
を
確
保
す

る
観
点
か
ら
…
居
住
費
（
光
熱

水
費
相
当
）
の
負
担
を
求
め
て

い
く
べ
き
」
と
し
て
い
る
。

　

現
在
、
一
般
病
床
と
医
療
区

分
Ⅱ
・
Ⅲ
の
療
養
病
床
に
入
院

す
る
比
較
的
重
症
な
患
者
に
は

入
院
時
に
水
光
熱
費
の
負
担
を

求
め
て
い
な
い
。
同
審
議
会

は
、
医
療
区
分
Ⅰ
の
療
養
病
床

や
介
護
保
険
施
設
・
在
宅
医
療

な
ど
で
は
そ
れ
を
求
め
て
お
り

「
不
公
平
」
で
あ
る
か
ら
、
こ

れ
ら
の
病
床
に
入
院
す
る
患
者

に
も
水
光
熱
費
を
負
担
さ
せ
る

と
い
う
の
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
入
院
時
の
食
費
に

つ
い
て
は
94
年
ま
で
、
水
光
熱

費
も
06
年
ま
で
は
公
的
保
険
に

よ
り
賄
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ

は
、
入
院
時
の
食
事
は
治
療
の

一
環
で
あ
り
、
水
光
熱
費
も
入

院
治
療
に
必
要
な
も
の
と
さ
れ

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
間
「
食
費
や

水
光
熱
費
は
治
療
と
関
係
な

く
、
患
者
に
負
担
さ
せ
る
べ
き

だ
」
と
の
論
理
で
、
次
々
と
食

費
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
水
光
熱

費
負
担
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
１
日
７
８
０
円
だ

っ
た
食
費
は
、
今
年
か
ら
１
３

８
０
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。

さ
ら
に
来
年
度
以
降
、
家
計
調

査
の
一
般
家
庭
の
水
光
熱
費
に

あ
わ
せ
、
３
７
０
円
の
水
光
熱

費
負
担
が
導
入
さ
れ
れ
ば
、
医

療
費
窓
口
負
担
と
は
別
に
１
日

あ
た
り
１
７
５
０
円
、
１
カ
月

で
実
に
５
万
２
５
０
０
円
の
負

担
増
と
な
る
。

　

こ
れ
で
は
、
入
院
が
必
要
で

あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
経
済
的

な
理
由
で
十
分
に
入
院
で
き
な

い
患
者
さ
ん
が
増
え
る
こ
と
に

な
る
。

政
府
の

「
公
平
」
論
の
誤
り

　

こ
う
し
た
患
者
負
担
増
の
理

由
と
し
て
、
同
審
議
会
は
、

「
公
平
性
の
観
点
か
ら
、
同
程

度
の
所
得
水
準
で
あ
れ
ば
、
年

齢
に
関
わ
ら
ず
同
程
度
の
月
額

の
自
己
負
担
上
限
と
す
べ
き
」

「
ど
の
施
設
等
で
あ
っ
て
も
公

平
な
光
熱
水
費
負
担
を
求
め
て

い
く
必
要
」
な
ど
と
「
公
平

性
」
を
強
調
し
て
い
る
。

　

確
か
に
公
的
医
療
制
度
に
お

い
て
「
公
平
性
」
は
大
切
で
あ

る
。
し
か
し
、
疾
病
リ
ス
ク
の

高
い
高
齢
世
代
と
現
役
世
代
の

負
担
を
同
水
準
と
す
る
こ
と
、

重
篤
な
入
院
患
者
と
比
較
的
軽

度
な
介
護
施
設
利
用
者
に
、
同

じ
よ
う
に
水
光
熱
費
を
負
担
さ

せ
る
こ
と
が
本
当
に
公
平
と
い

え
る
だ
ろ
う
か
。

　

そ
れ
は
形
式
的
公
平
で
あ

り
、
本
来
な
ら
ば
、
疾
病
リ
ス

ク
や
疾
病
の
重
症
度
な
ど
に
応

じ
て
ど
の
世
代
で
も
、
ど
の
世

帯
で
も
可
処
分
所
得
の
う
ち
に

占
め
る
医
療
費
が
同
様
に
な
る

よ
う
な
制
度
こ
そ
公
平
と
い
え

る
。

　

そ
も
そ
も
「
公
平
」
に
す
る

と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
な
る
べ

く
負
担
の
低
い
方
に
合
わ
せ
る

べ
き
で
あ
る
。
国
民
皆
保
険
制

度
は
日
本
国
憲
法
第
25
条
に

「
す
べ
て
国
民
は
、
健
康
で
文

化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営

む
権
利
を
有
す
る
」
と
謳
わ
れ

る
国
民
の
生
存
権
を
保
障
す
る

た
め
の
も
の
で
あ
り
、
同
条
第

２
項
で
は
「
国
は
、
す
べ
て
の

生
活
部
面
に
つ
い
て
、
社
会
福

祉
、
社
会
保
障
及
び
公
衆
衛
生

の
向
上
及
び
増
進
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
社
会
保

障
の
向
上
を
国
の
役
割
と
し
て

い
る
。

　

つ
ま
り
、「
公
平
性
」
な
ど

と
い
う
言
い
訳
を
持
ち
出
し
て

患
者
負
担
を
引
き
上
げ
る
の
で

は
な
く
、
国
民
皆
保
険
制
度
の

向
上
、
患
者
負
担
を
よ
り
低
く

す
る
こ
と
こ
そ
、
憲
法
が
政
府

に
要
請
し
て
い
る
こ
と
な
の
で

あ
る
。

　

実
際
、
こ
の
間
、
政
府
が
進

　

10
月
20
日
の
国
民
集
会

（
１
面
既
報
）
に
参
加
し
た

白
岩
一
心
理
事
の
参
加
記
を

掲
載
す
る
。

　

「
憲
法
・
い
の
ち
・
社
会

保
障
ま
も
る　

10
・
20
国
民

集
会
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

保
団
連
も
実
行
委
員
会
に
名

を
連
ね
て
い
ま
す
。
昨
年
も

参
加
し
、
今
年
は
２
回
目
で

し
た
。
昨
年
は
、
今
年
７
月

に
他
界
し
た
福
田
俊
明
先
生

と
参
加
し
ま
し
た
。
福
田
先

生
へ
の
哀
悼
の
気
持
ち
が
強

い
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
参
議
院
選
挙
後
、

選
挙
で
は
争
点
に
な
っ
て
い

な
か
っ
た
憲
法
改
正
が
取
り

沙
汰
さ
れ
る
昨
今
で
す
。

　

医
療
で
は
、
75
歳
以
上
の

窓
口
負
担
を
原
則
１
割
か
ら

２
割
に
し
た
り
、
受
診
す
る

た
び
の
定
額
負
担
を
検
討
し

た
り
と
、
受
診
抑
制
を
加
速

め
て
き
た
患
者
負
担
増
に
よ

り
、
患
者
の
受
診
抑
制
は
深
刻

化
し
て
い
る
。
経
済
的
理
由
に

よ
り
受
診
を
控
え
、
そ
れ
が
疾

病
の
重
症
化
に
つ
な
が
っ
た

り
、
手
遅
れ
と
な
る
事
例
も
発

生
し
て
い
る
。
す
で
に
国
民
の

生
存
権
が
侵
害
さ
れ
る
事
態
さ

え
も
起
こ
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。

　

さ
ら
な
る
患
者
負
担
増
は
、

こ
う
し
た
受
診
抑
制
に
拍
車
を

か
け
る
も
の
で
、
国
民
の
命
と

健
康
を
守
る
医
師
・
歯
科
医
師

と
し
て
許
す
こ
と
は
で
き
な

い
。
政
府
は
、
患
者
負
担
増
計

画
を
止
め
、
患
者
負
担
の
引
き

下
げ
を
真
剣
に
検
討
す
べ
き
で

あ
る
。す

る
内
容
ば
か
り
で
す
。
介

護
で
は
、
要
介
護
１
・
２
を

保
険
か
ら
外
し
、
年
金
で
は

支
給
開
始
年
齢
を
67
歳
へ
引

き
上
げ
る
、
生
活
保
護
で
は

就
労
し
な
い
受
給
者
の
給
付

額
を
減
額
す
る
な
ど
、
国
民

の
命
を
脅
か
す
政
策
ば
か
り

で
す
。

　

社
会
保
障
の
危
機
、
憲
法

の
危
機
、
い
の
ち
の
危
機
が

迫
り
く
る
現
状
を
前
に
し

て
、
社
会
保
障
に
関
わ
る
団

体
と
国
民
が
日
比
谷
に
集
結

し
ま
し
た
。

　

医
療
の
分
野
で
は
、
保
団

連
副
会
長
で
兵
庫
協
会
副
理

事
長
の
武
村
義
人
先
生
が
、

壇
上
で
迫
力
満
点
の
ス
ピ
ー

チ
を
述
べ
ら
れ
、
多
く
の
参

加
者
の
賛
同
が
得
ら
れ
ま
し

た
。
兵
庫
協
会
か
ら
事
務
局

の
方
々
を
含
め
11
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

日
比
谷
野
外
音
楽
堂
の
隣

に
そ
び
え
立
つ
厚
生
労
働
省

に
向
か
っ
て
、「
憲
法
守

れ
」「
い
の
ち
を
守
れ
」
と

何
度
も
コ
ー
ル
し
た
こ
と
が

印
象
深
い
で
す
。

　

昨
年
、
大
会
ア
ピ
ー
ル
を

採
択
し
た
後
、
日
比
谷
か
ら

銀
座
を
通
り
、
東
京
駅
周
辺

ま
で
、
横
断
幕
を
持
ち
な
が

ら
、
福
田
先
生
と
パ
レ
ー
ド

し
た
こ
と
が
蘇
っ
て
き
ま
し

た
。
今
年
も
旗
と
横
断
幕
を

持
っ
て
、
登
壇
し
た
こ
と
は

忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

憲
法
25
条
や
憲
法
13
条
を

守
る
運
動
に
引
き
続
き
参
加

し
た
い
と
心
に
誓
い
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
汗
ば
む
秋
の
晴

天
に
恵
ま
れ
ま
し
た
が
、
切

迫
感
の
漂
う
臨
時
国
会
開
催

中
、
国
会
議
員
に
届
け
、
安

倍
政
権
に
届
け
と
、
青
空
に

向
か
っ
て
コ
ー
ル
し
た
こ
と

が
、
必
ず
実
を
結
ぶ
と
信
じ

て
止
み
ま
せ
ん
。

れ
未
満
の
人
が
世
帯
主
の
世
帯

に
比
べ
平
均
２
・
02
倍
と
負
担

が
重
く
な
っ
て
お
り
、
制
度
上

限
額
を
引
き
上
げ
れ
ば
、
高
齢

世
帯
で
は
医
療
費
が
さ
ら
に
生

活
を
圧
迫
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
審
議
会
は
「
同
じ
所

得
水
準
同
士
で
み
て
も
高
齢
者

は
平
均
的
に
現
役
よ
り
多
く
の

貯
蓄
を
保
有
し
て
い
る
」
と
制

度
改
悪
の
理
由
を
説
明
し
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
高
齢

者
の
貯
蓄
が
多
い
の
は
、
長
年

に
わ
た
り
就
労
し
て
き
た
こ
と

や
、
国
際
的
に
み
て
も
高
い
医

療
費
窓
口
負
担
や
低
い
年
金
水

準
な
ど
、
脆
弱
な
社
会
保
障
制

度
を
自
ら
補
う
た
め
の
も
の
で

あ
り
、
そ
う
し
た
背
景
を
無
視

し
て
、
貯
蓄
を
理
由
に
高
齢
者

を
「
金
持
ち
」
呼
ば
わ
り
し
、

負
担
を
引
き
上
げ
る
こ
と
は
問

題
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
高
額
療
養
費
制
度

に
つ
い
て
は
「
課
税
所
得
が
１

４
５
万
円
以
上
で
あ
っ
て
も
、

収
入
が
５
２
０
万
円
を
超
え
な

け
れ
ば
『
現
役
並
み
所
得
』
と

判
定
さ
れ
な
い
仕
組
み
と
な
っ

て
お
り
、
収
入
の
高
い
高
齢
者

世
帯
が
、
そ
れ
よ
り
も
収
入
の

低
い
現
役
世
帯
よ
り
も
、
実
質

的
に
は
低
い
所
得
区
分
と
し
て

取
り
扱
わ
れ
て
い
る
」
と
し
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た

「
逆
転
」
が
起
き
る
の
は
公
的

年
金
等
控
除
や
遺
族
年
金
等
に

対
す
る
非
課
税
措
置
の
た
め

で
、
こ
れ
ら
の
制
度
は
、
憲
法

か
ら
導
か
れ
る
生
活
費
非
課
税

原
則
を
具
体
化
す
る
と
と
も

に
、
老
後
生
活
に
対
す
る
公
的

支
援
と
い
う
趣
旨
を
持
つ
。
こ

う
し
た
制
度
の
趣
旨
を
無
視
し

て
、
一
律
に
現
役
世
帯
と
高
齢

解 説 ㊦

参 加 記

社
会
保
障
・
い
の
ち
守
る

強
い
思
い
胸
に

10
・
20
国
民
集
会

桂　
　

義
忠
先
生

伊
丹
市　

外
・
整
外
・
消
・
皮
・
麻
酔
科

９
月
18
日 

享
年
84
歳

岡
本　
　

功
先
生

淡
路
市　

外
・
内
・
放
射
線
科

10
月
７
日 

享
年
92
歳

仲
居　

久
恵
先
生

兵
庫
区　

小
・
内
・
産
婦
人
科

10
月
14
日 

享
年
94
歳

医療改悪案の撤回求める

ドクター署名にご協力を！ドクター署名にご協力を！
　右で解説した以外に
も、「かかりつけ医」以
外の受診を制限する受診
時定額負担や漢方薬、目
薬、胃薬などの保険外し
などの具体化を、政府は
進めようとしています。
協会では、これらの中止
を求める会員FAX署名
（左）に取り組んでいま
す。返信がまだの先生
は、ぜひご署名の上、
FAX：078-393-1820まで
FAXをお送りください。

【返信FAX：078-393-1820】

高額療養費制度（万円）

70歳以上 現役

入院 外来 入院・外来

年収　370万円～ 8.7※
（４月目以降4.4） 4.4 25.4／17.2／8.7※

（４月目以降4.4等）

年収　～370万円 4.4 1.2 5.8
（４月目以降4.4）

住民税非課税 1.5/2.5 0.8 3.5
（４月目以降2.5）

「財政制度等審議会財政制度分科会 資料　社会保障①（総論、
医療・介護制度改革）2016年10月４日」より作成

※医療費が100万円と仮定した場合の金額

この区分をなくし、すべて現役世代に合わせる

理
事　
　

白
岩　

一
心
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聞
き
手辻 一城副理事長

澤田　正樹先生 山本　一郎先生

　

唇
や
口
蓋
が
癒
合
し
な
い
ま
ま
生
ま
れ
て
く
る
口
唇
口
蓋

裂
。
形
成
外
科
医
の
澤
田
正
樹
先
生
（
灘
区
・
さ
わ
だ
ク
リ
ニ

ッ
ク
）
と
歯
科
医
の
山
本
一
郎
先
生
（
西
宮
市
・
山
本
歯
科
医

院　

矯
正
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
は
、
そ
の
治
療
を
行
う
と
と
も

に
、
患
者
と
家
族
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
交
流
す
る
サ
マ
ー
キ
ャ

ン
プ
を
続
け
、
今
年
で
20
年
と
な
る
。
辻
一
城
副
理
事
長
が
、

患
者
・
家
族
と
医
療
者
の
立
場
を
超
え
た
交
流
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
話
を
伺
っ
た
。

　

辻　

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
が
20

回
目
を
迎
え
ら
れ
た
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
概
要
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　

山
本　

患
者
・
家
族
・
医
療

ス
タ
ッ
フ
が
お
互
い
に
学
び
あ

い
、
語
ら
い
、
交
流
す
る
機
会

に
し
よ
う
と
97
年
か
ら
毎
年
夏

に
、
１
泊
２
日
で
行
っ
て
い
る

も
の
で
す
。

　

澤
田　

今
年
は
、
六
甲
山
に

あ
る
神
戸
市
立
自
然
の
家
で
７

月
末
に
行
い
、
自
然
の
中
で
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
カ
ヌ
ー

な
ど
を
し
ま
し
た
。

　

辻　

患
者
さ
ん
に
と
っ
て
も

喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
取
り

組
み
で
す
ね
。
お
二
人
は
い
つ

口
唇
口
蓋
裂
の
治
療
に
携
わ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
か
。

　

澤
田　

私
は
大
学
卒
業
後
、

大
学
の
耳
鼻
科
に
入
局
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
指
導
を
受
け
た
の

が
、
口
唇
口
蓋
裂
の
分
野
で
国

際
的
に
有
名
な
一
色
信
彦
先
生

で
し
た
。
一
色
先
生
の
も
と
77

年
に
新
設
さ
れ
た
形
成
外
科
に

移
り
、
口
唇
口
蓋
裂
や
交
通
外

傷
に
よ
る
変
形
な
ど
を
診
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

山
本　

私
は
大
学
を

卒
業
し
て
解
剖
学
の
助

手
を
し
た
後
、
イ
ギ
リ

ス
の
グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
学

大
学
院
に
行
き
、
そ
こ

で
、
マ
ク
ニ
ー
ル
先
生

と
い
う
方
が
開
発
し

た
、
口
蓋
裂
の
子
の
哺

乳
を
助
け
る
哺
乳
床

（
現
在
の
ホ
ッ
ツ
床
）

の
存
在
を
知
っ
た
こ
と

が
始
ま
り
で
し
た
。

　

辻　

お
二
人
が
知
り

経
験
す
る
場
と
し
て
、

山
本
先
生
、
川
野
先
生

と
、
口
唇
口
蓋
裂
の
患

者
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

を
始
め
た
の
で
す
。
山

本
先
生
は
歯
を
、
私
は

口
か
ら
鼻
を
、
川
野
先

生
は
言
葉
を
診
て
、
患

者
さ
ん
の
抱
え
る
悩
み

や
状
況
を
総
合
的
に
判

断
し
、
手
術
か
矯
正
治

療
か
な
ど
、
行
う
べ
き

治
療
を
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

な
治
療
を
す
る

の
か
」
と
質
問

攻
め
で
、
舌
圧

子
と
懐
中
電
灯

を
持
参
し
、
の

ど
の
状
態
を
見

て
相
談
に
乗
っ

て
い
ま
し
た
。

今
は
、
元
患
者

さ
ん
た
ち
が
ス

で
す
。
子
ど
も
が
能

動
的
に
飲
め
る
も
の

で
あ
る
べ
き
で
す
。

　

辻　

た
だ
口
に
ミ

ル
ク
を
流
し
込
む
の

で
は
な
く
、
子
ど
も

の
力
で
飲
む
と
い
う

こ
と
が
大
事
な
の
で

す
ね
。

　

澤
田　

そ
う
で

す
。
哺
乳
時
に
舌
の

力
で
乳
頭
を
押
す
と

い
う
こ
と
が
、
言
葉

の
発
達
に
大
き
く
影

合
っ
た
き
っ
か
け
と
い
う
の

は
。

　

澤
田　

私
た
ち
を
結
び
つ
け

た
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
が
、
言
語
聴

覚
士
の
川
野
通
夫
先
生
（
京
都

教
育
大
学
名
誉
教
授
）
で
す
。

も
と
も
と
高
知
県
で
障
害
児
教

育
に
携
わ
っ
て
い
た
教
員
で
、

研
究
の
た
め
京
大
の
音
声
科
学

研
究
所
に
来
ら
れ
て
お
り
、
話

す
こ
と
が
う
ま
く
で
き
な
い
口

唇
口
蓋
裂
の
子
の
言
葉
の
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
さ
れ
て
い

て
、
知
り
合
い
ま
し
た
。

　

川
野
先
生
が
83
年
、
私
が
県

立
尼
崎
病
院
で
形
成
外
科
科
長

を
し
て
い
た
時
に
、
山
本
先
生

を
連
れ
て
現
れ
た
ん
で
す
。

　

山
本　

そ
う
で
し
た
ね
。
私

は
帰
国
後
に
、「
発
音
装
置
を

作
れ
な
い
か
」
と
い
う
依
頼
を

受
け
た
の
が
、
川
野
先
生
と
知

り
合
っ
た
き
っ
か
け
で
し
た
。

　

澤
田　

そ
し
て
、
川
野
先
生

が
指
導
す
る
言
語
聴
覚
士
を
め

ざ
す
大
学
院
生
た
ち
が
臨
床
を

ョ
ン
し
ま
し
た
。

　

辻　

ま
さ
に
チ
ー
ム
医
療
で

す
ね
。

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
の

立
ち
上
げ

　

辻　

口
唇
口
蓋
裂
の
治
療
に

は
、
言
語
聴
覚
士
が
重
要
な
の

で
す
か
。

　

山
本　

患
者
を
持
つ
母
親
は

い
ろ
い
ろ
な
不
安
や
疑
問
を
抱

え
て
い
ま
す
。
言
語
聴
覚
士
は

女
性
が
多
く
、
母
親
が
日
常
的

に
悩
み
を
相
談
す
る
の
は
、
彼

女
ら
な
ん
で
す
。

　

澤
田　

深
刻
な
悩
み
を
抱
え

て
い
て
も
、
男
性
の
私
た
ち
に

は
な
か
な
か
話
し
て
く
れ
ま
せ

ん
。
そ
ん
な
と
き
、
川
野
先
生

が
「
泊
り
が
け
で
行
こ
う
！
」

と
。
皆
で
お
酒
で
も
飲
み
な
が

ら
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
話
そ
う
と

提
案
さ
れ
ま
し
た
。
高
知
の
人

で
お
酒
好
き
な
の
で
す

（
笑
）。　

　

辻　

そ
れ
で
キ
ャ
ン
プ
が
始

ま
っ
た
と
。

　

山
本　

１
回
目
は
澤
田
先
生

が
会
場
の
手
配
を
し
て
く
れ
、

有
馬
の
温
泉
会
館
で
、
30
〜
40

人
で
、
ハ
イ
キ
ン
グ
し
カ
レ
ー

を
作
り
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た

方
が
大
変
喜
ば
れ
ま
し
て
。

　

澤
田　

最
初
は
私
が
診
て
い

た
患
者
と
家
族
だ
け
だ
っ
た
の

で
す
が
少
し
ず
つ
広
が
り
、
今

年
は
１
４
０
人
ほ
ど
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。
今
は
近
畿
地
方
だ

け
で
な
く
、
広
島
か
ら
来
ら
れ

る
方
も
い
ま
す
。
医
師
の
方

も
、
知
り
合
い
の
形
成
外
科
医

に
声
を
か
け
、
神
戸
中
央
市
民

病
院
や
県
立
尼
崎
医
療
セ
ン
タ

ー
、
大
阪
の
淀
川
キ
リ
ス
ト
教

病
院
な
ど
か
ら
、
５
・
６
人
に

参
加
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

辻　

患
者
さ
ん
は
何
歳
く
ら

い
の
方
が
参
加
さ
れ
て
い
る
の

で
す
か
。

　

山
本　

20
年
も
続
け
て
い
る

の
で
成
人
に
な
ら
れ
た
方
も
多

く
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
30
歳
を
超

え
た
青
年
ま
で
い
ま
す
。

　

澤
田　

大
人
に
な
っ
て
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
が
あ
り
、
鼻

の
形
を
治
す
、
傷
跡
を
も
う
少

し
綺
麗
に
し
た
い
な
ど
、
治
療

途
中
の
人
も
い
ま
す
。
ま
た
、

治
療
が
終
わ
っ
た
元
患
者
さ
ん

た
ち
が
、
運
営
側
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
参
加
さ
れ
、
自
分
の
体
験

談
な
ど
を
話
し
て
く
れ
ま
す
。

　

山
本　

小
さ
い
子
を
持
つ
母

親
は
、
そ
の
子
と
同
じ
症
状
を

持
っ
た
人
が
大
人
に
な
っ
た
姿

を
実
際
に
見
て
、
将
来
が
展
望

で
き
る
よ
う
に
な
る
よ
う
で

す
。　
　

　

辻　

子
ど
も
の
将
来
が
見
え

る
と
心
強
い
で
す
ね
。

　

山
本　

そ
う
な
の
で
す
。
子

ど
も
同
士
・
親
同
士
、
医
師
や

歯
科
医
師
、
言
語
聴
覚
士
と
さ

ま
ざ
ま
な
関
係
が
生
ま
れ
ま

す
。
大
病
院
の
偉
い
先
生
が
、

ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
や
輪
投
げ
を
子

ど
も
た
ち
と
し
て
、
距
離
が
ぐ

っ
と
縮
ま
り
ま
す
。

　

澤
田　

そ
う
や
っ
て
、
患
者

さ
ん
が
抱
え
る
不
安
の
解
消
に

つ
な
が
れ
ば
、
意
味
が
あ
る
と

思
い
ま
す
ね
。
最
初
の
10
年
く

ら
い
は
、
皆
さ
ん
か
ら
「
ど
ん

タ
ッ
フ
に
加
わ
っ
て
く
れ
る
よ

う
に
な
り
、
ほ
と
ん
ど
出
番
が

な
く
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

新
生
児
期
か
ら
始
ま
る

医
科
歯
科
連
携

　

山
本　

そ
れ
か
ら
、
も
う
一

つ
の
柱
と
し
て
の
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
は
年
３
回
、
当
院
で
続

け
、
多
職
種
で
治
療
方
針
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

　

辻　

ど
ん
な
治
療
を
行
う
の

で
す
か
。

　

澤
田　

一
般
的
に
口
唇
裂
の

場
合
は
３
カ
月
、
口
蓋
裂
は
１

歳
頃
、
裂
を
縫
う
手
術
を
行
い

ま
す
。
術
前
治
療
と
し
て
、
患

者
の
子
が
生
ま
れ
て
す
ぐ
に
山

本
先
生
に
診
て
も
ら
い
ま
す
。

　

山
本　

口
唇
口
蓋
裂
の
子
ど

も
た
ち
は
、
食
べ
る
こ
と
や
話

す
こ
と
と
い
う
口
の
機
能
に
さ

ま
ざ
ま
な
困
難
を
抱
え
て
い
ま

す
。
ま
ず
大
切
な
の
は
哺
乳
で

す
。
口
蓋
に
隙
間
が
あ
り
鼻
と

口
が
つ
な
が
っ
て
い
る
場
合

は
、
こ
れ
を
塞
ぐ
た
め
上
あ
ご

に
ホ
ッ
ツ
床
（
哺
乳
床
）
を
つ

け
る
と
乳
が
よ
く
飲
め
る
よ
う

に
な
り
ま
す
し
、
不
自
然
な
位

置
に
あ
る
あ
ご
の
位
置
を
矯
正

し
、
裂
の
幅
を
狭
め
る
と
い
う

効
果
も
あ
り
ま
す
。
口
唇
裂
の

場
合
は
、
テ
ー
プ
を
貼
る
こ
と

で
哺
乳
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

裂
の
広
が
り
を
お
さ
え
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
哺
乳
瓶
も
大
切

響
す
る
と
分
か
っ
て
き
て
い
ま

す
。

　

山
本　

食
べ
る
こ
と
だ
け
で

な
く
、
話
す
と
い
う
機
能
を
ど

う
担
保
す
る
か
に
つ
い
て
も
、

哺
乳
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
の
で

す
。
澤
田
先
生
に
手
術
し
て
い

た
だ
い
た
後
、
発
音
や
言
葉
の

状
態
を
継
続
的
に
見
て
い
き
、

ど
ん
な
訓
練
が
必
要
か
、
も
う

一
度
手
術
が
必
要
か
な
ど
を
検

討
し
ま
す
。

　

辻　

言
語
聴
覚
士
は
い
つ
か

ら
治
療
に
関
わ
る
の
で
す
か
。

　

山
本　

言
語
の
訓
練
を
行
う

の
は
３
〜
４
歳
で
す
が
、
乳
児

期
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
か
ら
関

わ
っ
て
い
き
ま
す
。

　

澤
田　

突
然
見
知
ら
ぬ
大
人

が
言
葉
の
訓
練
を
し
よ
う
と
し

て
も
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の

前
か
ら
子
ど
も
を
抱
っ
こ
し
た

り
し
て
慣
れ
て
も
ら
う
こ
と
か

ら
で
す
ね
。
ま
た
、
口
蓋
裂
の

子
は
、
普
通
の
子
よ
り
滲
出
性

中
耳
炎
に
な
り
や
す
く
、
滲
出

性
中
耳
炎
は
聞
こ
え
が
悪
く
な

り
、
言
葉
の
発
達
度
合
い
も
遅

く
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
言

葉
を
話
し
出
す
前
の
１
歳
前
く

ら
い
に
、
言
語
聴
覚
士
が
聞
こ

え
の
状
態
を
観
察
し
ま
す
。

　

辻　

言
語
聴
覚
士
が
、
一
番

子
ど
も
と
も
親
と
も
密
に
関
わ

る
の
で
す
ね
。

　

山
本　

そ
の
通
り
で
す
。
口

唇
口
蓋
裂
の
治
療
の
幹
に
な
る

の
は
言
語
聴
覚
士
な
の
で
す
。

20
年
の

節
目
を
迎
え
て

　

辻　

キ
ャ
ン
プ
は
今
後
も
続

け
て
い
か
れ
る
の
で
す
か
。

　

澤
田　

当
初
医
療
ス
タ
ッ
フ

中
心
だ
っ
た
キ
ャ
ン
プ
の
運
営

は
、
患
者
さ
ん
の
親
御
さ
ん
た

ち
が
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
た
だ
、
こ
の
方
た
ち

の
子
も
大
き
く
な
り
、
わ
れ
わ

れ
も
年
を
と
り
ま
し
た
の
で
、

20
年
の
節
目
で
や
め
よ
う
と
い

う
話
に
な
っ
た
ん
で
す
。

　

辻　

え
っ
！　

今
年
で
終
わ

っ
て
し
ま
う
の
で
す
か
。

　

山
本　

そ
の
つ
も
り
だ
っ
た

の
で
す
が
…
キ
ャ
ン
プ
の
最
終

日
に
、「
私
た
ち
も
助
け
て
も

ら
っ
た
か
ら
、
世
話
役
を
や
り

ま
す
」
と
名
乗
り
出
た
方
た
ち

が
い
ま
し
て
ね
。

　

澤
田　

そ
う
い
う
患
者
さ
ん

の
声
を
聞
く
と
、
行
か
な
い
わ

け
に
は
行
き
ま
せ
ん
。

　

辻　

先
生
方
の
後
継
者
も
育

っ
て
い
る
の
で
す
か
。

　

澤
田　

キ
ャ
ン
プ
に
何
年
も

参
加
し
て
く
れ
て
い
る
形
成
外

科
医
も
歯
科
医
も
い
ま
す
の

で
、
彼
ら
が
今
後
続
け
て
く
れ

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

山
本　

若
い
先
生
方
も
、
診

察
室
で
は
作
れ
な
い
関
わ
り
か

ら
学
ば
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る

の
で
は
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

辻　

ぜ
ひ
継
続
し
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
。
本
日
は
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

 

　

〈
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て
〉

　

運
命
的
な
出
会
い
か
ら
20
年

に
わ
た
る
取
り
組
み
は
、
医
科

歯
科
連
携
の
ひ
と
つ
の
理
想
型

だ
と
思
い
ま
す
。
私
の
問
い
か

け
に
対
し
、
お
ふ
た
り
が
数
秒

間
見
つ
め
合
い
、
お
ひ
と
り
が

話
し
始
め
る
と
い
う
場
面
が
何

度
か
あ
り
ま
し
た
。
先
生
方
の

深
い
信
頼
関
係
を
感
じ
ま
し

た
。 

（
辻
）

形
成
外
科
医
と
歯
科
医

運
命
的
な
出
会
い

【さわだ　まさき】1950年生。74年京
都大学卒、県立尼崎病院形成外科医
長、耳鼻咽喉科医長、レノックスヒル
病院（ニューヨーク市）留学、京都大学
形成外科学教室講師、神戸市立中央市
民病院形成外科部長を経て、2002年開業

【やまもと　いちろう】1948年生。72
年大阪歯科大学卒、76年英国グラスゴ
ー大学歯学部矯正歯科学科大学院修
了、77年開業。高知県立療育福祉セン
ター歯科非常勤医師、香川大学医学部
形成外科非常勤講師などを務める

インタビュー「ひょうごの医療」　インタビュー「ひょうごの医療」　口唇口蓋裂の患者口唇口蓋裂の患者・・家族とサマーキャンプ家族とサマーキャンプ2020年年

チーム医療で子の成長サポートチーム医療で子の成長サポート

キャンプでのカヌー体験。さまざまな
取り組みを通じ交流する　　　　　　
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図１　原発の再稼働について

図２　石炭火力発電所の増設について

図３　自然エネルギーについて
どうすべきか　　

発
電
・
送
電
の

　
　

完
全
な
分
離
が
必
要

2016年度会員
意見実態調査

④
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

④
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

原
発
の
再
稼
働 

反
対
が
過
半
数

　

２
０
１
６
年
度
会
員
意
見
実
態
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
、
今

号
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
関
す
る
部
分
を
詳
報
す
る
。

　

九
州
電
力
川
内
原
発
や
四
国

電
力
伊
方
原
発
の
再
稼
働
が
進

め
ら
れ
る
中
、
今
調
査
で
初
め

て
「
原
子
力
発
電
所
の
再
稼

働
」
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ

ろ
、「
反
対
」
が
54
・
４
％
と

過
半
数
と
な
り
、「
賛
成
」
が

17
・
０
％
、「
分
か
ら
な
い
」

が
19
・
９
％
と
な
っ
た
（
図

１
）。

　

前
回
、
前
々
回
の
調
査
で
は

「
今
後
、
原
子
力
発
電
所
を
ど

％
（
32
・
９
％
）、

「
分
か
ら
な
い
」
が

18
・
７
％
（
19
・
２

％
）
と
続
き
、
過
半

数
の
会
員
が
電
気
は

足
り
て
お
り
、
原
発

を
稼
働
さ
せ
る
必
要

は
な
い
と
思
っ
て
い

る
。

　

「
原
子
力
発
電
所

の
安
全
性
は
、
新
し

い
規
制
基
準
の
も
と

う
す
べ
き
か
」
に
つ
い
て
、
７

割
以
上
が
将
来
的
に
原
発
を
廃

止
す
べ
き
と
回
答
し
て
お
り
、

今
回
の
過
半
数
が
再
稼
働
に
反

対
し
て
い
る
と
い
う
結
果
と
あ

わ
せ
、
原
発
に
対
す
る
否
定
的

な
見
方
が
継
続
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。

　

「
原
発
が
な
く
て
も
電
気
は

足
り
て
い
る
と
思
う
か
」
に
つ

い
て
も
「
思
う
」
が
50
・
３
％

（
前
回
40
・
６
％
、
以
下

同
）、「
思
わ
な
い
」
が
26
・
９

で
、
確
保
さ
れ
て
い
る
か
」
に

つ
い
て
、「
思
わ
な
い
」
は
64

・
３
％
（
70
・
９
％
）
と
、

「
思
う
」
の
10
・
５
％
（
６
・

４
％
）
を
大
幅
に
上
回
っ
た
。

政
府
は
新
規
制
基
準
に
適
合
し

た
原
発
は
安
全
で
あ
る
と
し
て

再
稼
働
を
進
め
て
い
る
が
、
こ

の
根
拠
と
な
る
新
規
制
基
準

に
、
多
く
の
会
員
が
疑
問
・
不

審
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
ら

た
め
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
今
回
調
査
か
ら
新
し

く
「
電
力
自
由
化
に
伴
い
、
Ｃ

Ｏ
２
の
排
出
が
多
い
石
炭
火
力

発
電
所
の
増
設
が
各
地
で
計
画

さ
れ
て
い
る
こ
と
」
に
つ
い
て

新
た
に
項
目
を
設
け
た
。「
賛

成
」
は
８
・
８
％
に
過
ぎ
ず
、

「
反
対
」
が
55
・
６
％
、「
分

か
ら
な
い
」
24
・
６
％
と
な
っ

た
（
図
２
）。
多
く
の
会
員

が
、
Ｃ
Ｏ
２

の
排
出
量
が
多

く
、
環
境
負
荷
の
大
き
い
石
炭

火
力
発
電
所
の
増
設
に
懐
疑
的

で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

日
本
の
電
力
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

使
用
量
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て

は
、「
今
ま
で
以
上
に
必
要
」

が
15
・
８
％
（
25
・
２
％
）、

「
今
の
ま
ま
で
良
い
」
29
・
２

％
（
20
・
５
％
）、「
今
よ
り
も

少
な
く
し
て
い
く
べ
き
」
40
・

９
％
（
41
・
９
％
）
と
な
っ

た
。「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ

い
て
ど
う
す
べ
き
か
」
は
、

「
増
や
す
べ
き
」
が
81
・
９
％

（
44
・
９
）
％
と
、「
増
や
す

べ
き
だ
が
原
発
と
併
存
す
べ

き
」
の
７
・
６
％
（
31
・
６

％
）、「
効
率
が
悪
い
の
で
期
待

で
き
な
い
」
の
０
・
６
％
（
９

・
０
％
）
を
大
幅
に
上
回
っ
た

（
図
３
）。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
お
い

て
、
原
子
力
発
電
や
石
炭
火
力

発
電
に
代
わ
っ
て
、
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
普
及
が
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。 

（
終
わ
り
）
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協
会
は
10
月
22
日
、
協
会
会

議
室
で
「
原
発
再
稼
働
の
い
ま

電
力
自
由
化
を
考
え
る
」
と
題

し
、
理
事
会
特
別
討
論
を
開
催

し
た
。
元
関
西
電
力
職
員
で
電

力
兵
庫
の
会
の
速
水
二
郎
氏
が

講
演
し
、
理
事
者
ら
20
人
が
参

加
し
た
。

　

ま
ず
速
水
氏
は
、
電
力
自
由

化
の
経
過
に
つ
い
て
説
明
し

た
。
戦
後
、
10
電
力
会
社
だ
け

が
電
気
を
売
る
こ
と
が
で
き
る

地
域
独
占
体
制
が
形
成
さ
れ
、

費
用
に
利
益
を
上
乗
せ
し
、
自

動
的
に
料
金
を
請
求
す
る
方
式

（
総
括
原
価
方
式
）
が
取
ら
れ

た
た
め
、
原
発
が
推
進
さ
れ
る

と
と
も
に
世
界
一
高
い
電
気
料

電
力
が
誕
生
し
、
今
年
か
ら
一

般
家
庭
で
も
10
電
力
会
社
以
外

か
ら
電
気
を
買
え
る
よ
う
に
な

っ
た
と
し
た
。

　

新
電
力
へ
の
切
り
替
え
の
方

法
は
簡
単
だ
が
、
電
気
料
金
が

高
い
場
合
が
多
く
、
切
り
替
え

は
あ
ま
り
す
す
ん
で
い
な
い
と

紹
介
。
そ
の
理
由
は
送
電
を
10

電
力
会
社
に
託
す
た
め
の
「
託

送
料
金
」
に
あ
る
と
指
摘
し
、

送
電
を
10
電
力
会
社
が
独
占
し

て
い
る
た
め
に
こ
の
託
送
料
金

が
高
止
ま
り
し
て
い
る
と
解
説

し
た
。

　

電
力
自
由
化
を
す
す
め
る
た

め
に
は
発
電
・
送
電
を
完
全
に

分
離
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
、

今
後
の
日
本
で
は
、
①
原
発
ゼ

ロ
、
②
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
爆
発
的
普
及
が
大
切
と
し
、

少
々
電
気
料
金
が
高
く
て
も
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
電
力
を

メ
イ
ン
と
す
る
「
新
電
力
」
を

選
ん
で
い
け
ば
よ
い
の
で
は
な

い
か
と
提
起
し
た
。

金
と
な
っ
た
と

解
説
。
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
効

率
的
な
電
気
流

通
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
よ
う
と
、

２
０
０
０
年
か

ら
始
ま
っ
た
の

が
電
力
小
売
の

自
由
化
で
、
新

理
事
会
特
別
討
論
「
電
力
自
由
化
」

電力自由化の背景を語る
速水氏　　　　　　　　

口頭弁論後、記者会見
する上田先生　　　　

アスベスト問題について熱心に学習・交流した

　

協
会
、
西
宮
・
芦
屋
支
部
が

支
援
し
て
い
る
「
西
宮
こ
し
き

岩
ア
ス
ベ
ス
ト
裁
判
」
の
第
１

回
口
頭
弁
論
が
10
月
25
日
、
神

戸
地
方
裁
判
所
で
開
か
れ
、
原

告
団
代
表
で
医
師
の
上
田
進
久

先
生
（
協
会
環
境
・
公
害
対
策

部
員
）
が
意
見
陳
述
し
た
。

わ
る
と
「
ア
ス

ベ
ス
ト
は
な

い
」
と
す
る
書

類
に
差
し
替
え

ら
れ
、
解
体
さ

れ
て
し
ま
っ

た
。
し
か
し
、

残
存
す
る
建
物

に
対
し
、
住
民

が
独
自
に
調
査

す
る
と
、
空
調
の
ダ
ク
ト
パ
ッ

キ
ン
か
ら
レ
ベ
ル
２
の
ア
ス
ベ

ス
ト
が
発
見
さ
れ
、
設
計
図
書

か
ら
も
ア
ス
ベ
ス
ト
が
大
量
に

使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
と
業
者
の
ず
さ
ん

さ
を
指
摘
。

　

ま
た
、
西
宮
市
は
書
類
が
指

し
替
え
ら
れ
て
も
十
分
な
調
査

を
せ
ず
黙
認
し
た
上
、
住
民
が

ア
ス
ベ
ス
ト
の
存
在
を
確
認
し

て
も
、「
ア
ス
ベ
ス
ト
は
な

い
、
改
め
て
調
査
す
る
つ
も
り

は
な
い
」
と
い
う
態
度
を
変
え

て
い
な
い
と
批
判
し
た
。

　

そ
し
て
、
裁
判
を
通
じ
て
真

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
口
頭
弁

論
に
先
立
ち
、
10
月
１
日
、
西

宮
市
民
会
館
で
上
田
進
久
先
生

相
究
明
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、

飛
散
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み

が
進
み
、
将
来
ア
ス
ベ
ス
ト
に

よ
る
健
康
被
害
に
苦
し
む
人
を

減
ら
し
た
い
と
思
い
を
語
っ

た
。

　

口
頭
弁
論
後
の
記
者
会
見

で
、
中
皮
腫
・
じ
ん
肺
・
ア
ス

ベ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
の
永
倉
冬
史

事
務
局
長
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
含

有
建
物
の
解
体
に
つ
い
て
、
規

制
が
ゆ
る
く
、
業
者
は
ア
ス
ベ

ス
ト
除
去
費
用
を
浮
か
せ
る
た

め
手
抜
き
工
事
を
行
い
、
行
政

も
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
が
ち
で

あ
る
と
し
、
今
回
の
裁
判
は
ず

さ
ん
な
業
者
や
行
政
の
態
度
を

問
う
も
の
で
あ
る
と
そ
の
意
義

に
つ
い
て
説
明
し
た
。

を
講
師
に
「
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題

研
究
会
」
を
開
催
し
、
５
人
が

参
加
し
た
。

　

上
田
先
生
は
訴
訟
の
経
過
を

説
明
す
る
と
と
も
に
、
西
宮
市

議
会
で
職
員
が
「
阪
神
・
淡
路

大
震
災
に
伴
う
建
築
物
の
解
体

工
事
に
お
い
て
も
、
国
の
調
査

で
周
辺
の
大
気
に
健
康
被
害
を

及
ぼ
す
よ
う
な
ア
ス
ベ
ス
ト
の

飛
散
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
」

と
答
弁
し
た
こ
と
を
紹
介
。

　

市
は
大
気
モ
ニ
タ
ー
の
ア
ス

ベ
ス
ト
の
値
が
基
準
値
を
超
え

て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
と

し
て
い
る
が
、
大
気
モ
ニ
タ
ー

の
基
準
値
と
健
康
被
害
に
因
果

関
係
は
な
い
上
、
値
も
不
正
確

で
あ
る
と
指
摘
。
震
災
時
の
ア

ス
ベ
ス
ト
飛
散
に
よ
り
、
少
な

く
と
も
５
人
は
中
皮

腫
で
死
亡
し
て
い
る

事
実
を
ど
う
と
ら
え

る
の
か
と
批
判
し

た
。

　

最
後
に
、
震
災
に

よ
る
ア
ス
ベ
ス
ト
被

害
の
検
証
は
な
さ
れ

て
お
ら
ず
、
全
体
像

も
把
握
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
を
指
摘
し
、

住
民
の
い
の
ち
と
健

康
を
守
る
た
め
、
声

を
上
げ
て
い
く
必
要

性
を
強
調
し
た
。

　

こ
の
訴
訟
は
、
西
宮
市
に
あ

っ
た
旧
夙
川
学
院
短
期
大
学
で

校
舎
の
解
体
工
事
が
行
わ
れ
た

際
、
ア
ス
ベ
ス
ト
が
飛
散
し
た

可
能
性
が
高
く
、
精
神
的
苦
痛

を
受
け
た
と
し
て
、
周
辺
住
民

38
人
が
、
開
発
業
者
や
解
体
業

者
、
監
督
責
任
が
あ
る
西
宮
市

を
相
手
に
、
慰
謝
料
と
し
て
計

１
９
０
万
円
の
損
害
賠
償
を
求

め
て
い
る
も
の
。

　

上
田
先
生
は
訴
訟
に
至
っ
た

経
緯
に
つ
い
て
、
当
初
、
解
体

業
者
は
建
材
の
一
部
に
ア
ス
ベ

ス
ト
が
あ
る
と
し
て
西
宮
市
に

申
請
し
て
い
た
が
、
業
者
が
変

西宮アスベスト訴訟　第１回口頭弁論

真相究明、さらなる
飛散防止求める

西
宮
・
芦
屋
支
部
で

ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
研
究
会

保険の見直しに効きます！
ネット生保と比べてみてください

積立金総額１兆２千億円
中長期の資産運用に

次回受付はお問い合わせください

好評受付中

格安保険料と高配当が魅力！
過去７年の平均配当率46％

病気やケガの休業に備えて
非営利・助け合いの共済が有利です

割安掛金が満期まで上がりません
脱退一時金、弔慰･高度障害給付あり

協会の積立年金
従業員も加入OK！

自在性が魅力！ １口単位で解約・
中断・再開が可能

個人年金保険料控除がとれる個人
年金型と自在性の一般型

休業保障制度休業保障制度グループ保険グループ保険

保険医年金保険医年金
ＤｅｆＬ ＤｅｆＬ デフエルデフエル



兵 庫 保 険 医 新 聞 (昭和43年６月12日第三種郵便物認可)

支　　部　　の　　催　　物　　案　　内支　　部　　の　　催　　物　　案　　内

２０１６年(平成２８年)１１月５日(毎月３回５・15・25日発行) 第１８２９号（５）

　年末の恒例の「蕎麦打ち体験」。企画当初より指導
いただいていた福田俊明先生（７月ご逝去）のご遺志
を継ぎ、今年からは「手打ち福寿庵」として再出発し
ます。ぜひご参加ください。
日　時　12月11日（日）10時～14時
会　場　神戸市生涯学習支援センター（コミスタ神戸／三宮駅から徒歩15分）
定　員　40人（事前申込順）　体験料　大人1500円、子ども500円
指　導　（社）全麺協講師陣　
※持ち物はエプロン、タオル等。参加者には改めて詳細をご案内します

日　時　11月26日（土）14時30分～17時　会　場　協会６階会議室
講　師　松田力社会保険労務士　参加費　１人3000円（医経研会員は無料）

北
阪
神
支
部　

総
会
・
記
念
講
演

北
阪
神
支
部　

総
会
・
記
念
講
演

感 想 文

医
科
歯
科
連
携
の

重
要
性
を
実
感

　

北
阪
神
支
部
は
10
月
２
日
、
第
31
回
支
部
総
会
を
伊
丹
市
内

で
開
催
し
、
15
年
度
会
務
報
告
と
16
年
度
活
動
方
針
を
承
認
し

た
。「
お
口
の
中
か
ら
考
え
る
健
康
長
寿
〜
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ

ル
（
口
腔
虚
弱
）
を
ご
存
じ
で
す
か
？
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
記

念
講
演
に
は
会
員
、
市
民
ら
50
人
が
参
加
し
、
神
戸
常
盤
大
学

短
期
大
学
部
口
腔
保
健
学
科
の
足
立
了
平
教
授
（
協
会
理
事
）

が
講
師
を
務
め
た
。
小
松
邦
志
先
生
の
感
想
文
を
紹
介
す
る
。

　

私
は
猪
名
川
町
で
内
科
・
外

科
・
緩
和
ケ
ア
内
科
の
、
訪
問

を
中
心
と
し
た
診
療
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

今
回
、
足
立
了
平
先
生
の
ご

講
演
を
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で

介
護
状
態
と
い
う
流
れ
は
、
非

常
に
納
得
で
き
る
も
の
で
す
。

よ
り
早
期
の
段
階
で
、
適
切
な

対
策
を
講
じ
れ
ば
、
よ
り
良
い

経
過
が
期
待
で
き
る
の
も
容
易

に
想
像
で
き
ま
す
。

　

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
と
い
う

概
念
に
つ
い
て
も
初
め
て
お
聞

き
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
す

が
、
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。

「
体
の
健
康
は
、
歯
の
健
康
か

ら
」
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

今
後
、
訪
問
診
療
で
担
当
し

て
い
る
患
者
さ
ま
の
口
腔
内
の

状
態
、
歯
の
状
態
に
十
分
注
意

し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
お

そ
ら
く
、
自
宅
で
療
養
し
て
お

ら
れ
る
高
齢
の
患
者
さ
ま
の
場

合
、
ほ
ぼ
全
例
で
、
歯
科
の
先

生
に
よ
る
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル

の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
や
評
価
の

対
象
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
歯
科

の
先
生
と
積
極
的
に
連
携
し
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
、
今
ま
で
歯
科
の
先
生

と
連
携
し
て
診
療
に
当
た
っ
た

こ
と
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
各
地
域
で
、
訪
問
で
の
オ

ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
の
予
防
や
治

療
に
積
極
的
な
歯
科
の
先
生
が

ど
な
た
な
の
か
、
情
報
が
あ
れ

ば
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

【
川
辺
郡　

小
松　

邦
志
】

き
て
、
大
変
勉

強
に
な
り
ま
し

た
。

　

恥
ず
か
し
な

が
ら
、
私
は

「
フ
レ
イ
ル
」

と
い
う
概
念
さ

え
、
よ
く
知
り

ま
せ
ん
で
し

た
。
確
か
に
、

こ
れ
ま
で
の
日

常
診
療
の
経
験

を
振
り
返
っ
て

も
、
健
康
↓
プ

レ
フ
レ
イ
ル
↓

フ
レ
イ
ル
↓
要

活発に質疑も行われ、高齢者の健康にとっての
歯の大切さを共有　　　　　　　　　　　　　

万が一のときのために、何が必要かを学んだ

明石支部　総会・記念企画明石支部　総会・記念企画

映画「いしゃ先生」上映＆講演会

国民皆保険の大切さ実感

　

明
石
支
部
は
10
月
16
日
、
第

33
回
支
部
総
会
を
明
石
市
内
で

開
催
し
、
２
０
１
５
年
度
の
活

動
ま
と
め
と
16
年
度
方
針
を
確

認
し
た
。

　

記
念
企
画
で
は
、
前
済
生
会

栗
橋
病
院
院
長
補
佐
の
本
田
宏

先
生
に
よ
る
ミ
ニ
講
演
会
「
本

て
い
る
。

　

参
加
者
か
ら
講

演
に
つ
い
て
、

「
日
本
の
医
療
は

世
界
の
中
で
良
い

方
だ
と
思
っ
て
い

た
が
、
大
変
悪
い

方
だ
と
知
り
、
大

変
驚
い
た
。
こ
れ

か
ら
、
良
い
方
に

進
ん
で
い
く
こ
と

を
願
う
」「
面
白

当
の
医
療
崩
壊
は
こ
れ
か
ら
や

っ
て
来
る
」
お
よ
び
映
画
「
い

し
ゃ
先
生
」
の
上
映
会
を
行

い
、
医
師
・
歯
科
医
師
や
市
民

ら
１
２
０
人
が
参
加
し
た
。

　

講
演
会
で
、
本
田
先
生
は
、

先
進
国
最
低
レ
ベ
ル
の
医
師

数
、
医
療
費
に
よ
り
医
療
現
場

は
疲
弊
し
て
い
る
こ
と
、
海
外

と
比
較
し
て
国
民
負
担
も
重
い

こ
と
な
ど
、
日
本
の
医
療
や
社

会
保
障
の
実
態
を
、
ユ
ー
モ
ア

を
ま
じ
え
な
が
ら
紹
介
し
た
。

　

「
い
し
ゃ
先
生
」
は
、
昭
和

初
期
に
山
形
県
の
無
医
村
で
奮

闘
す
る
、
若
い
女
性
医
師
の
生

き
様
を
描
い
た
映
画
。
原
作
小

説
は
、
保
団
連
の
「
全
国
保
険

医
新
聞
」
で
２
０
１
３
年
か
ら

２
年
に
わ
た
り
連
載
さ
れ
た
。

誰
も
が
平
等
に
医
療
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
大
切
さ
を
訴
え

お
か
し
く
現
実
を
話
し
て
く
だ

さ
り
、
と
て
も
よ
か
っ
た
で

す
。
私
は
ほ
ぼ
１
０
０
％
メ
デ

ィ
ア
を
信
じ
て
い
た
の
で
、
わ

が
国
の
政
策
の
か
ら
く
り
を
垣

間
見
た
よ
う
で
、
わ
な
わ
な
と

怒
り
が
こ
み
上
げ
て
き
ま
し

た
」「
医
療
制
度
に
つ
い
て

や
、
現
状
に
つ
い
て
多
く
の
こ

と
を
知
る
機
会
で
し
た
。
日
本

は
優
れ
た
医
療
水
準
で
あ
る
と

は
思
い
ま
す
が
、
今
後
制
度
に

つ
い
て
、
よ
り
良
く
し
て
い
く

努
力
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
感

じ
ま
し
た
」、
映
画
に
つ
い
て

は
「
医
療
は
単
に
体
を
治
す
こ

と
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
と
結

び
つ
い
て
い
る
と
実
感
し
ま
し

た
。
泣
き
ま
し
た
」「
と
て
も

良
か
っ
た
！　

誰
で
も
等
し
く

医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
国

民
皆
保
険
を
守
ら
な
け
れ

ば
！
」
な
ど
、
国
民
皆
保
険
制

度
を
守
り
、
社
会
保
障
の
改
善

を
求
め
る
多
数
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
た
。

日
本
の
医
療
の
問
題
点
を
分
か
り
や
す
く

解
説
し
た
本
田
先
生　
　
　
　
　
　
　
　

う
促
す
な
ど
、
生
前
整
理
の
ポ
イ
ン
ト
を

紹
介
し
た
。

　

第
２
部
は
、
三
井
生
命
保
険
株
式
会
社

元
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
グ
ル
ー
プ
の
小
倉
英

樹
氏
が
「
知
っ
て
お
き
た
い
最
新
の
生
前

贈
与
を
活
用
し
た
相
続
対
策
！
」
と
題
し

て
講
演
。
法
定
相
続
人
数
と
課
税
価
格
に

よ
る
相
続
税
額
の
比
較
や
、
名
義
預
金
と

み
な
さ
れ
な
い
正
し
い
贈
与
の
仕
方
、
贈

与
資
金
を
生
命
保
険
で
活
用
す
る
方
法
な

ど
生
命
保
険
の
非
課
税
額
お
よ
び
生
前
贈

与
資
金
の
効
果
的
な
活
用
に
つ
い
て
解
説

し
た
。

　

会
場
か
ら
は
、
暦
年
贈
与
の
方
法
や
教

育
資
金
の
子
や
孫
へ
の
贈
与
な
ど
に
つ
い

て
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、
講
師
が
て
い
ね

い
に
回
答
し
た
。

　

共
済
部
は
、
10
月
15
日
に
協
会
会
議
室

で
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、

会
員
や
そ
の
家
族
16
人
が
参
加
し
た
。

　

第
１
部
で
は
、
一
般
社
団
法
人
生
前
整

理
普
及
協
会
の
生
前
整
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

認
定
指
導
員
で
あ
る
北
原
玲
子
氏
が
、

「
片
づ
け
か
ら
は
じ
め
る
生
前
整
理
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
。

　

思
い
出
の
あ
る
品
物
の
分
類
や
写
真
の

整
理
法
を
紹
介
し
た
ほ
か
、
ど
ん
な
葬
儀

に
し
た
い
か
、
行
き
た
い
と
こ
ろ
や
や
り

残
し
た
こ
と
は
な
い
か
、
大
切
な
人
は
ど

の
範
囲
の
人
か
と
い
っ
た
内
容
を
一
つ
ひ

と
つ
確
認
、
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
を

勧
め
た
。
ま
た
、「
た
と
え
夫
婦
で
も
表

現
し
な
け
れ
ば
伝
わ
ら
な
い
」
と
、
大
切

な
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
て
お
く
よ

思い出の品・相続対策…
生前整理のポイントとは

ライフプランセミナー

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1817 吉永まで

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1801まで

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1817 有本まで

文化部　蕎麦打ち体験企画

●医院経営研究会 11月例会

手打ち　福寿庵

日　時　11月12日（土）18時～20時
会　場　西宮市立勤労会館大ホール
テーマ　 私が見た日本、伝えたいチベ

ットのこと
講　師　 チベット人声楽家　バイマー

ヤンジンさん

■西宮・芦屋支部■市民公開講演会
日　時　11月19日（土）15時～17時
会　場　 姫路キャッスルグランヴィリ

オホテル
テーマ　技術革新が支える眼科医療
講　師　ツカザキ病院眼科医長　
　　　　長澤利彦先生

■姫路・西播支部■他科を知る会

日　時　11月17日（木）18時～20時
会　場　尼崎だいもつ病院２階会議室
テーマ　 地域包括ケア病棟と在宅との

連携
講　師　尼崎だいもつ病院院長　
　　　　松森良信先生

■尼崎支部■医療と福祉を考える会
日　時　11月23日（祝・水）
集　合　明石駅８時
内　容　 京和菓子作り体験、石清水八

幡宮、「大山崎山荘美術館」
モネ特別展など

参加費　 大人9000円、小学生以下4500円

■明石支部■日帰りバスツアー

雇用関係の助成金活用雇用関係の助成金活用

～挽きたて、打ちたて、ゆがきたて！～
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摂食嚥下障害の評価と
訓練の実際㊤
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2012年６月５日発表人口動態統計より

経口調整不要：５

経口調整要：４

経口＞経管：３

経口＜経管：２

経管のみ：１

５

４

３

２

１

(n=37) (n=40)

推奨される栄養摂取方法のup例 推奨される栄養摂取方法のdown例

検査時の
栄養摂取方法

検査により推奨
された栄養摂取方法

検査時の
栄養摂取方法

検査により推奨
された栄養摂取方法

図１　日本人の死因

表１　反復唾液嚥下テスト 表２　改訂水飲みテスト

表３　フードテスト

図２　摂食・嚥下機能と栄養摂取方法の乖離 １．はじめに
　超高齢社会である日本では要介護高齢
者数が増加する。つまり従来の外来診療
のみならず訪問診療の必要性は今後さら
に高くなる。また、2012年６月５日に厚
生労働省が発表した人口動態統計で日本
人の死因はがん、心疾患、肺炎の順とな
った（図１）。高齢者の肺炎の原因には
“食べる機能”が低下した摂食・嚥下障
害による誤嚥が重大視されているため、
訪問診療の場面において食べる機能を正
確に評価することが重要となる。
　Finucaneら１）は、19の異なる施設にお
いて、経管栄養にした後の肺炎の発症率
を調査しているが、その発症率はかなり
ばらついている。つまり、経管栄養にす
るだけでは肺炎の発症を抑えることがで
きないため、その後のケアや対応が重要
であると言えよう。さらに、Barer２）に
よる一側性脳血管障害後の嚥下障害の発
症率の調査では48時間以内は３割程度の
患者に嚥下障害が残るが、半年経つと
0.2％まで低下するとされ、才藤ら３）は
急性期では３～４割に嚥下障害が認めら
れるが慢性期まで残存するのは１割に満
たないと報告している。
　われわれは過去の調査で、在宅療養者
は摂食・嚥下機能に応じた栄養摂取方法
が取られていないことが多いことを示し
た（図２）４）。つまり、食べる機能が低
下しているのにもかかわらず常食を摂取
している患者や、食べる機能が改善して
いるのにもかかわらず禁食のままになっ
ている患者がいる。実際に嚥下障害が残
存したまま在宅に退院した10名の患者に
外来通院でフォローアップを行ったとこ
ろ、退院時胃瘻のみであった１名は３食
とも常食摂取、胃瘻と経口摂取の併用で
あった４名中２名は３食とも常食摂取、
食形態を調整した上で経口摂取であった
５名中３名は３食とも常食摂取可能とな
った５）。また、胃瘻増設を行った302名
の入院患者に対する後ろ向きコホート調
査では６）、44名が経口摂取可能となり、
そのうち15名は十分な経口摂取が継続で
きたと報告された。
　のちに示すが、平成23年度より開始さ
れた多施設による調査からは、在宅や施
設で療養中の胃瘻患者でも、ほとんどの
患者に対して誤嚥しない経口摂取の方法
を見つけることが可能であることや、胃
瘻交換時に嚥下機能評価を行うことで経

口摂取復帰への可能性がある患者をピッ
クアップできることなどが分かった７）。
　以上を踏まえると退院時の最終的な評
価が永続的なものではないということを
認識した上で対策を考えることが重要で
あるといえる。

２．摂食・嚥下機能の評価
　摂食・嚥下機能の標準的な評価法には
スクリーニングテストと精査があるが、
訪問診療の場面では嚥下内視鏡検査が特
に有用である。
①誤嚥のスクリーニングテスト
　摂食・嚥下障害のスクリーニングテス
トは誤嚥のテストと不顕性誤嚥（誤嚥し
てもムセが生じない状態）のテストに大
別されるため、まず誤嚥のテストについ
て列記する。
a. 反 復 唾 液 嚥 下テスト（RSST： 
Repetitive Saliva Swallowing Test）
　誤嚥のスクリーニングとして、最も簡
便な方法はRSSTである（表１）８）９）。
b. 改訂水飲みテスト（MWST： Modified 
Water Swallowing Test）
　水を飲ませるテストは頻用されてきた
が、特にその方法が整備されたものが３
mlの冷水を飲ませるMWST10）11）である
（表２）。
c. フードテスト（FT： Food Test） 
　茶さじ１杯（約４g）のプリンを食さ
せて評価するスクリーニングテストであ
る（表３）10）11）。
 （次号に続く）
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